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1

農林土木工事施工管理基準

平成２６年１２月 １日制定

平成２９年 ４月 １日改正

令和 ４年 ４月 １日改正

令和 ４年 ８月 １日改正

令和 ６年 ８月 １日改正

この農林土木工事施工管理基準は、広島県土木工事施工管理基準の別冊であり、広島県

（農林水産局）が発注する農林土木工事（農業土木工事、森林土木工事等）の出来形管理、

品質管理について適用する。

ただし、設計図書に明示されていない仮設構造物等は除くものとする。また、工事の種類、

規模、施工条件等により、この管理基準によりがたい場合、または、基準、規格値が定めら

れていない工種については、監督職員と協議の上、施工管理を行うものとする。

１．出来形管理基準及び規格値（別紙１）

（１）農業土木関係

ほ場整備等工事、ため池改修工事、フィルダム工事、頭首工工事、管水路工事

（２）森林土木関係

渓間工事、山腹工事、園地工事

２．品質管理基準及び規格値（別紙２）

管水路工事、ため池改修工事

３．参考資料

（１）現場透水試験

（２）通水試験



別紙１　出来形管理基準及び規格値

(1) 農業土木関係

工事 工  種 測定基準 測定箇所 摘     要

表土扱い

田面整地

平均値　 個々の
計測値

±50 ±150

畑地面整地
1区画につき5点により測定

　

設計勾配変化毎、縦横断方向に測定する。

測定項目 規格値（㎜）

-20%

基　準　高（Ｖ） 　　指定したとき ±150

均　平　度 ±35

基準高
計画標高又は任意標高
の±150

勾　配 勾配指定の場合 ±0.5％

厚    さ（Ｔ）

10aにつき３点以上測定する。（標高差測定又はつ
ぼ堀による）

10aにつき3点以上測定する。（標高測定による）

田面整地
(面管理の場合)

標高較差
（基準高を指定したと
きは、基準高に代え
て標高較差を管理
し、均平度は従来手
法による）

1)3次元データによる出来形管理において「情報化
施工技術の活用ガイドライン」に基づき出来形管理
を面管理で実施する場合に適用する。

2)個々の計測値の規格値には、計測精度として±
50mmが含まれている。

3)出来形測定箇所は、ほ場面の全面とし、全ての点
で設計面との標高較差を算出する。出来形測定密
度は、1点/㎡（平面投影面積当たり)以上とする。

4）ほ場周縁から水平方向に±50mm以内に存在す
る計測点は、標高較差の評価から除く。

5）評価する範囲は、連続する一つの面とすることを
基本とする。規格値が変わる場合は、評価区間を分
割するか、あるいは規格値の条件の最も厳しい値を
採用する。

平場ほ
　
場
　
整
　
備
　
等
　

工
　
事

１）
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別紙１　出来形管理基準及び規格値

(1) 農業土木関係

工事 工  種 測定基準 測定箇所 摘     要測定項目 規格値（㎜）

畦　畔　工

法長（Ｌ）

（畦畔下工）

平均値 個々の
計測値

　±50 　±150

水　路　工

幅（Ｂ）

厚さ（Ｔ）

高さ（Ｈ）（畦畔上工） -50

幅（Ｂ）（畦畔上工） -50

法長2m未満　　　 -50

法長2m以上　　 -100

基　準　高（Ｖ） ±75

水　路　勾　配
水路断面を変更しなくて
よい勾配より急とする

長さ(L) -200

-25

-20

法長2m未満　　　 -50

法長2m以上　　 -100

施工延長おおむね２００ｍにつき１カ所の割合で測
定する。施工延長を示さない場合は１耕区につき１
カ所の割合で測定する。

畦　畔　工
(面管理の場合)

標高較差
（畦畔の出来形管理
にあたっては、法面
高さ管理のため、必
ずほ場の出来形管理
とともに実施するもの
とする）

1)3次元データによる出来形管理において「情報化
施工技術の活用ガイドライン」に基づき出来形管理
を面管理で実施する場合に適用する。

2)個々の計測値の規格値には、計測精度として±
50mmが含まれている。

3)出来形測定箇所は、天端面の全面とし、全ての点
で設計面との標高較差を算出する。出来形測定密
度は、1点/㎡（平面投影面積当たり）以上とする。

4）法肩から水平方向に±50mm以内に存在する計
測点は、標高較差の評価から除く。

5）評価する範囲は、連続する一つの面とすることを
基本とする。規格値が変わる場合は、評価区間を分
割するか、あるいは規格値の条件の最も厳しい値を
採用する。

6)畦畔と耕作道路との擦り付け部については、最大
3m程度の区間を標高較差から除くことができる。た
だし、耕作道路の3次元設計技術を用いた出来形
管理を行う場合は標高較差の評価から除く。

法長

ほ
　
場
　
整
　
備
　
等
　

工
　
事

施工延長50mにつき１箇所以上測定する。ただし施
工延長50ｍ以下のものは１施工箇所につき２箇所
測定する。            

・幅（Ｂ）及び厚さ（Ｔ）につ
いてはＬ型水路のみ測定  　　　　　　　　　　　　　
・水路長さ（L)は1施工箇所
毎測定

Ｌ

１）
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別紙１　出来形管理基準及び規格値

(1) 農業土木関係

工事 工  種 測定基準 測定箇所 摘     要測定項目 規格値（㎜）

道　路　工

（砂　利　道）

平均値 個々の
計測値　

+50
-15

-90

耕起深耕 耕起深（Ｔ）

10aにつき３点以上つぼ堀で測定する。

土壌改良 ＰＨ測定

おおむね50ａ当たり１箇所（深さ15ｃｍ）改良材散布
後２週間以上経過して測定する。（試験方法　　ガラ
ス電極法　　46農地Ｃ第311号参照）

地表から15ｃｍの土壌を柱
状に採取しよく混合する。

吸水渠幅（ｂ）　0.25ｍ

砕石厚さ（ｔ）

獣害防止柵設置工

施工箇所ごとに測定。

基　準　高（Ｖ） 指定したとき ±100

厚 　　さ（Ｔ） -45

幅（Ｂ） -100

-0.20%

ただし、延長50m未満 
  -100

法長2m未満　　　 -50

法長2m以上　　 -100

-20%

±0.5

布　設　深（Ｈ） -75

設計値以上

-50

支柱根入長 +50

支柱間隔 ±100

ネット高さ
+50
-0

施　工　延　長
－0.2％ (ただし延長 500

ｍ以下 の場合は－
1,000)

施　工　延　長

法長（Ｌ）

道　路　工
　（砂　利　道）
　（面管理の場合）

厚さ（Ｔ）

1)3次元データによる出来形管理において「情報化
施工技術の活用ガイドライン」に基づき出来形管理
を面管理で実施する場合に適用する。

2)個々の計測値の規格値には計測精度20mmが含
まれている。

3)幅・施工延長の管理をする場合は、従来の管理
基準によるものとする。

砂利舗装
（砂利、砕石等）

暗渠排水工
　　　　吸　水　渠

上、下流端の2箇所を測定する。ただし、1本の布設
長がおおむね100m以上のときは、中間点を加えた3
箇所を測定する。

施工延長 100m につき 1 箇所の割合で測定する。
上記未満は２箇所測定。

ほ
　
場
　
整
　
備
　
等
　

工
　
事

幹線道路は、施工延長50mにつき１箇所の割合で
測定する。
支線道路は、施工延長200mにつき１箇所の割合で
測定する。

Ｌ

１）

ｔ

ｂ

4



別紙１　出来形管理基準及び規格値

(1) 農業土木関係

工事 工  種 測定基準 測定箇所 摘     要測定項目 規格値（㎜）

堤　体　工

1)刃金土幅については、単点計測技術を用いる。

2)多点計測技術を用いる場合（刃金土幅を除く）
は、「情報化施工技術の活用ガイドライン」の留意点
を参照する。

洪水吐工

厚さ（Ｔ）

高さ（Ｈ）

スパン長（Ｌ）

洪水吐工

　　（越流堰）

長　　　さ（Ｌ）

高さ（Ｈ）

基　準　高（Ｖ） 基準高以上

堤幅（Ｗ） -100

法長（Ｌ） -100

施工延長 -200

刃金土幅（Ｂ） -100

基　準　高（Ｖ） ±30

幅（Ｂ） ±30

±20

±30

直線部　　±20
曲線部　　±30

施工延長 -150

基　準　高（▽） ±30

幅（Ｂ） -30

高　　　さ（Ｈ） 　　　　　　         -30

±30

基　準　高（Ｖ） ±30

幅（Ｂ） -20

厚さ（Ｔ） -20

-20

施工延長 -150

施工延長おおむね20mにつき１箇所の割合で測定
する。ただし施工延長20ｍ以下のものは２箇所測定
する。      
なお、3次元データによる出来形管理において「情
報化施工技術の活用ガイドライン」に基づき出来形
管理を断面管理で実施する場合は次の内容を準拠
する。      

刃金土幅は盛土高１ｍ毎
に管理する。

基準高、幅、高さ、長さについては施工延長１スパ
ンにつき１箇所の割合で測定する。

樋　管　工
同上付帯構造物
（土砂吐ゲート等）

基準高、幅、厚さ、高さについては施工延長10ｍに
つき１箇所の割合で測定する。
箇所単位のものについては適宜構造図の寸法表示
箇所を測定する。

た
め
池
改
修
工
事 基準高、幅、厚さ、高さについては施工延長１スパ

ンにつき１箇所の割合で測定する。
箇所単位のものについては適宜構造図の寸法表示
箇所を測定する。

Ｈ

Ｂ

２）
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別紙１　出来形管理基準及び規格値

(1) 農業土木関係

工事 工  種 測定基準 測定箇所 摘     要測定項目 規格値（㎜）

堤体盛立 遮水ゾーンC

フィルター

ゾーンF

トランシジョ

ン'ゾーンT

ロックゾーンR

洪　水　吐

本　　　体

護床ブロック

（異形ブロック）

　　             　(ℓ1)   -0     +500

中心線より　 (ℓ2）  -0　 +500

ゾーン有効幅          -0

　　　　　　　　　 （ℓ3) -500  +1000

中心線より  (ℓ4)  -0    +1000    

ゾーン有効幅          -0  

基　準　高(V) ±30

厚　　　さ(T) -20

幅(B) -25

高　　　さ(H) -25

中心線のズレ（ｅ） 直線部                ±50

曲線部              ±100

ス　パ　ン　長 直線部                ±20

曲線部                ±30

施　工　延　長 -0.1%

ただし、延長150m未満 -150

基　準　高（▽） ±30

幅（Ｂ） 天端幅等 　        -30

エプロン部等       -60

厚　　　さ（Ｔ） 導流壁     　       -30

エプロン部等    

高　　　さ（Ｈ） 導流壁等　         -30

長　　　さ（Ｌ） 導流壁   　       -100

エプロン部等  

基　準　高（Ｖ） ±150

面　　　積（Ａ） -0.2%

基準高については施工面積500m2につき１箇所の
割合で測定する。
ただし、施工面積500m２未満は２箇所測定する。

フ
　
ィ
　
ル
　
ダ
　
ム
　

工
　
事

ゾ
ー
ン
幅

ゾーン幅については施工延長おおむね20mにつき
１箇所の割合で測定する。

基準高、幅、厚さ、高さについては施工延長1スパン
につき１箇所の割合で測定する。
中心線のズレ（直線部）については施工延長おお
むね50ｍにつき１箇所の割合で測定する。なお、中
心線のズレ（曲線部）については１スパンにつき１カ
所の割合で測定する。
厚さ、中心線のズレについては適宜測定する。

頭
　
首
　

工
　

工
　
事

基準高、幅、厚さ、高さ、長さについては構造図の
寸法標示箇所を適宜測定する。

Ｂ

Ｔ
Ｈ

３）

４）
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別紙１　出来形管理基準及び規格値

(1) 農業土木関係

工事 工  種 測定基準 測定箇所 摘     要測定項目 規格値（㎜）

管体基礎工

（砂基礎等）

管水路

中心線のズレ（e)

ジョイント間隔（ｚ）

施工延長

中心線のズレ（e)

　備考

　（１）施工延長とは、施工延べ延長をいう。

　（２）この基準によりがたい場合は、適宜決定し実施するものとする。

幅（Ｂ） -100

高さ（Ｈ） ±30

基　準　高（Ｖ） ±30

被圧地下水のある場合±50

±100

別表ア・イ参照

-0.10%

ただし200ｍ未満は -200

基　準　高（Ｖ） ±50

埋設深（Ｈ） -50

±120

施工延長 -0.10%

ただし200ｍ未満は -200

施工延長おおむね50ｍにつき１箇所の割合で測定
する。上記未満は２箇所測定する。

（ダクタイル鋳鉄管）
（強化プラスチック
複合管）

管水路
（硬質ポリ塩化ビ
ニール管）

設計図書に示された基準高、あるいは埋設深につ
いては施工延長おおむね50ｍにつき１箇所の割合
で測定する。
上記未満は２箇所測定する。

管
水
路
工
事

基準高については施工延長おおむね50ｍにつき１
箇所の割合で測定する。
上記未満は２箇所測定する。ジョイント間隔につい
ては１本毎に測定する。

５）
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別表ア　
管水路（ダクタイル鋳鉄管）ジョイント間隔規格値　

注）
１. 規格値は埋戻後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超えてはならない。
２. 接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径700 ㎜以下の場合は、管の外
　　から確認してもよい。また、埋戻後の測定は、原則として呼び径800 ㎜以上に適応する。
　　なお、「埋戻後」とは、特に指示がない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除いた埋戻完了時点とする。
３ ダクタイル鋳鉄管のうちＵ形管の標準値は下図のｙ寸法である。（各標準値は農林水産省HP参照）
４. JDPA G 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の呼び径は，以下のとおり。
　　【Ｔ形及びＴ形用継ぎ輪：300～2,000、K 形：300～2,600】
　 JDPA G 1029（推進工法用ダクタイル鋳鉄管）の呼び径は，以下のとおり。
　　【Ｔ形：250～700、Ｕ形：800～2,600】
　 JDPA G 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）のＴ形用継ぎ輪のジョイント間隔は、JIS G5527（ダクタイル
　 鋳鉄異形管）のＫ形に準じる。
５. JIS G 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）のＫ形、Ｕ形のジョイント間隔は、JIS G 5526（ダクタイル鋳鉄管）の
　　Ｋ形、Ｕ形に準じる。

(単位：mm)

呼び径(mm)

75 +19 0 +16 0 +16 0 - -

100 +19 0 +16 0 +17 0 - -

150 +19 0 +16 0 +18 0 - -

200 +19 0 +14 0 +16 0 - -

250 +19 0 +14 0 +14 0 - -

300 +19 0 +24 0 - - - -

350 +31 0 +24 0 - - - -

400 +31 0 +24 0 - - - -

450 +31 0 +24 0 - - - -

500 +31 0 +30 0 - - - -

600 +31 0 +30 0 - - +32 -5

700 +31 0 +30 0 - - +32 -5

800 +31 0 +30 0 - - +32 -5

900 +31 0 +40 0 - - +33 -5

1000 +36 0 +40 0 - - +33 -5

1100 +36 0 +40 0 - - +33 -5

1200 +36 0 +50 0 - - +35 -5

1350 +36 0 +50 0 - - +35 -5

1500 +36 0 +60 0 - - +35 -5

1600 +40 0 +70 0 - - +33 -5

1650 +45 0 +70 0 - - +33 -5

1800 +45 0 +80 0 - - +33 -5

2000 +50 0 +90 0 - - +36 -5

2100 +55 0 - - - - +36 -5

2200 +55 0 - - - - +36 -5

2400 +60 0 - - - - +36 -5

2600 +70 0 - - - - +36 -5

JIS G5526・5527及び
JDPA　G1027

JIS G5526・5527及び
JDPA　G1027・1029

JIS G5526・5527及び
JDPA　G1027・1029

JIS G5526・5527及び
JDPA　G1029

管水路工事　Ｋ形 管水路工事Ｔ型(直管) 管水路工事Ｔ型(異形管) 管水路工事　Ｕ形
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別表イ　
管水路（強化プラスチック複合管）ジョイント間隔規格値　　

注）
１. 規格値は埋戻後の値であり、原則として４箇所のうち１箇所でもこの値を超えてはならない。
２. 測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径700 ㎜以下の場合は、管の外から測定しても
　　よい。また、埋戻後の測定は、原則として呼び径800 ㎜以上に適用する。
　　なお、「埋戻後」とは、特に指示がない限り、舗装（表層、上層路盤、下層路盤）を除いた埋戻完了時点とする。
３. 継手部の標準断面は下図のとおりであり、標準値は図の寸法ｙである。なお、基準線に対し抜け出し側を(＋)
　　入り込み側を(－)とする。また、( )内数値は、点線で示した形状の管に適用する。
４. 測定値は，受口部長さの製品誤差によりマイナスとなる場合がある。

(単位：mm)

200 +33 -33(0) +22 -22(0)

250 +33 -33(0) +22 -22(0)

300 +38 -38(0) +25 -25(0)

350 +38 -38(0) +25 -25(0)

400 +43 -43(0) +28 -28(0)

450 +43 -43(0) +28 -28(0)

500 +53 -52(0) +35 -34(0)

600 +53 -52(0) +35 -34(0)

700 +53 -52(0) +35 -34(0)

800 +53 -52(0) +35 -34(0)

900 +53 -52(0) +35 -34(0)

1000 +53 -51(0) +35 -33(0)

1100 +53 -51(0) +35 -33(0)

1200 +53 -51(0) +35 -33(0)

1350 +53 -51(0) +35 -33(0)

1500 +53 -51(0) +35 -33(0)

1650 +80 -77(0) +53 -50(0)

1800 +80 -77(0) +53 -50(0)

2000 +95 -92(0) +63 -60(0)

2200 +95 -92(0) +63 -60(0)

2400 +113 -110(0) +75 -72(0)

2600 +113 -110(0) +75 -72(0)

2800 +128 -125(0) +85 -82(0)

3000 +128 -125(0) +85 -82(0)

JIS A　5350

呼び径(mm)
Ｂ形 ，Ｃ形 及び Ｔ形

良質地盤 軟弱地盤
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別紙１　　出来形管理基準及び規格値

（２）森林土木関係

規格値（㎜） 測定基準 測定箇所 摘     要

コンクリート ±30

治山ダム本体工 天端厚（Ｗ1）

堤底厚（Ｗ2）

袖天端厚（Ｗ3）

放水路上長（ℓ1）

放水路下長（ℓ2）

堤長（Ｌ1）

堤底長（Ｌ2）

コンクリート側壁工 ±30 図の表示箇所で測定する。

厚さ（Ｗ1、W2） -30

長さ（L） -50

水叩工 基準高（▽） ±30 図の表示箇所で測定する。

幅（Ｗ） -30

厚さ（ｔ） -30

延長（Ｌ） -50

流路工 ±50

-30 　　

-50

-30

-200 施工箇所毎

工  種 測定項目

基準高（▽）

基準高（▽）

基準高（▽）

厚さ（ｔ）

裏込厚さ(t)

幅（Ｗ）

延長

-30

±50

-50

施工延長40ｍ（測点間隔25ｍの場合
は
50ｍ）につき１箇所、延長40ｍ（又は50
ｍ）以下のものは１施工箇所につき２箇
所

 1）

渓
間
工
・
山
腹
工
等

図の表示箇所で測定する。
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規格値（㎜） 測定基準 測定箇所 摘     要工  種 測定項目

鋼製ダム本体工 ±50

（不透過型） 長さ（L1、L2） -50

幅〔厚さ〕（Ｗ1、W2） -50

鋼製ダム本体工 (Ｌ) 格 ±50

（透過型） （ℓ） 格・Ｂ ±10

(Ｗ) 格 ±30

（ｗ） 格・Ａ・Ｂ ±10

高さ （Ｈ） 格・Ａ・Ｂ ±10

鋼製側壁工 堤高（▽） ±50

長さ（L） ±100

幅（Ｗ1、W2） ±50

下流側倒れ（⊿） ±0.02Ｈ

ｈ＜3m -50

ｈ≧3m -100

かご工 幅〔厚さ〕（Ｗ） -50

高さ（ｈ） -50

延長（L） -200

基準高（▽） 鋼製ダム（枠工タイプ）は図面の表示
箇所で測定する。

堤長

（備考）
格：格子型鋼製砂防ダム
Ａ：鋼製スリットダムＡ型
Ｂ：鋼製スリットダムＢ型

堤幅

図面に表示してある箇所で測定する。
ダブルウォール構造の場合は、堤高、
幅、袖高は+の規格値は適用しない。

高さ（ｈ）

延長は全箇所、高さ又は幅について
は段数及び長さのことなる毎に測定す
る。
又、同一段数及び長さの延長が20mを
超える場合は、20m毎に測定する。
なお、各個の寸法については、全個数
の10％程度とする。

 1）

渓
間
工
・
山
腹
工
等
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規格値（㎜） 測定基準 測定箇所 摘     要工  種 測定項目

水路工 延長 -200

幅（Ｗ） -100 林野庁参照

深さ（ｈ） -50

木製土留工 -100 

-０．５分
森林整備業務施工管理
基準参照

-100

高さ -100

植栽工 植栽本数 設計数値以上 全て 納入伝票等整理 森林整備業務施工管理
基準参照

設計数値以上 植栽本数４００本毎に１箇所 上幅、底幅、深さ

歩道 基準高（▽） ±50 舗装工（歩道）参照

厚さ -30

　 （ｔ） -45 　　

 2） 　 幅（Ｗ） -100 　　

園 公園施設 設置高さ（Ｈ） ±30 １箇所/１基

地 -30 基礎１箇所毎

工 基礎 -30

　
設計値以上

建築工（基礎工） 基準高（▽） ±30 １箇所以上/１施工箇所

休憩所 基 -30

便所等 礎 -30

設計値以上 上屋は建築工事管理基準による

　備考
　（１）施工延長とは、施工延べ延長をいう．

　（２）この基準によりがたい場合は、適宜決定し実施するものとする。

延長

法勾配

法長

植穴寸法

ｔ＜15ｃｍ

ｔ≧15ｃｍ

幅（Ｗ）

高さ（ｈ）

根入れ長

幅（Ｗ）

高さ（ｈ）

根入れ長

施工延長40ｍに１箇所測定する。40ｍ
未満の場合は２箇所測定する。

全箇所
断面、形状等の変化点毎に測定する

設計図（構造図、定規図等）に表示してある箇所を
測定する。

基準高（示された場合）は延長40ｍに
１箇所。
厚さは延長200ｍ毎に１箇所掘り起こし
て測定。
幅は延長80ｍ毎に１箇所測定。

国土交通省公園緑地
工事施工管理基準参
照

国土交通省公園緑地
工事施工管理基準参
照

 1）

渓
間
工
・
山
腹
工
等

Ｗ

ｔ

ベンチ

縁台

テーブ
ル

12



別紙２　品質管理基準及び規格値

工種 種別
試験
区分

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘要
試験成績
表等による
確認

必須 土の締固め試験  JIS A 1210  Ａ、Ｂ法 設計図書による 当初及び土質の変化した時

土の粒度試験  JIS A 1204 設計図書による 当初及び土質の変化した時

土粒子の密度試験  JIS A 1202 設計図書による 当初及び土質の変化した時

 JIS A 1214

現場密度の測定 （JIS A 1210 A･B 法）

土の締固め試験  JIS A 1210Ａ、Ｂ法  設計図書による。 設計図書により示された時 土質の変化がある場合は発注者と協議

土の粒度試験   JIS A 1204  設計図書による。 設計図書により示された時 土質の変化がある場合は発注者と協議

土粒子の密度試験  JIS A 1202  設計図書による。 設計図書により示された時 土質の変化がある場合は発注者と協議

土の含水比試験  JIS A 1203  設計図書による。 設計図書により示された時 土質の変化がある場合は発注者と協議

土の液性限界
塑性限界試験

 JIS A 1205  設計図書による。 設計図書により示された時 土質の変化がある場合は発注者と協議

土の一軸圧縮試験  JIS A 1216  設計図書による。 設計図書により示された時 

土の三軸圧縮試験 土質試験の方法と解説  設計図書による。 設計図書により示された時 土質の変化がある場合は発注者と協議

土の圧密試験   JIS A 1217  設計図書による。 設計図書により示された時 

土の透水試験  JIS A 1218  設計図書による。 設計図書により示された時 土質の変化がある場合は発注者と協議

土のせん断試験 土質試験の方法と解説  設計図書による。 設計図書により示された時 

土の含水比試験  JIS A 1203  設計図書による。  1 日1 回以上

 JIS A 1214
 （JIS A 1210 A･B 法）

【刃金土】
  最大乾燥密度の95％以上
【さや土】
  最大乾燥密度の95％以上

【刃金土】盛土高さ１m 以内毎で、施工延長
40m に1 回の割合で行う。
【さや土】盛土高さ２m 以内毎で、施工延長40m 
に1 回の割合で行う。

試験箇所は各層ごとに千鳥位置にて実施
１回の試験につき３孔で測定し、最低値で
判定する。

 JGS 1614

【刃金土】
最大乾燥密度の95％以上
【さや土】
最大乾燥密度の95％以上

【刃金土】盛土高さ１ｍ以内毎で、施工延長40
ｍに１回の割合で行う。
【さや土】盛土高さ２ｍ以内毎で、施工延長40ｍ
に１回の割合で行う。
１回あたりの測定点数の目安を以下に示す。
・施工面積500m2未満：5点
・施工面積500m2以上1000m2未満：10点
・施工面積1000m2以上2000m2：15点

・最大粒径＜100mmの場合に適用する。
・左記の規格値を満たしていても、規格値を
著しく下回っている点が存在した場合は、
（再）転圧を行うものとする。

「ＲＩ計器を
用いた盛
土の締固
め管理要
領（案）」に
準ずる。

現場透水試験 
（別紙参考資料）

 JGS 1316
 （簡易法）

設計図書又は以下による。

【刃金土】K=1×10
-5

～5×10
-

5
 ㎝/s以下。

【さや土】K=5×10
-5

～1×10
-

3
 ㎝/s 程度。

【刃金土】盛土高さ１m 以内毎で、施工延長
40m に1 回の割合で行う。
【さや土】盛土高さ２m 以内毎で、施工延長40m 
に1 回の割合で行う

試験箇所は各層ごとに千鳥位置にて実施

管
水
路
工
事

材
料その

他

施
工

そ
の
他

締固めⅠ：85％以上
締固めⅡ：90％以上
その他、設計図書による

200m に1 回の割合で行う。(200m 未満の工事
は1工事あたり2回以上。）
１回の試験につき３孔で測定し、最低値で判定
する。

管水路工事に適用する。（畑かん施設工事
及びこれに類する工事を除く）
なお、路体及び路床と同等の締固が必要な
場合は、「土木工事施工管理基準　品質管
理基準及び規格値　道路土工」による。

施
工

必
須

現場密度の測定 
※右記試験方法（２種
類）のいずれかを実施
する。

た
め
池
改
修
工
事

築
堤
材
料

そ
の
他
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（参考資料１　透水試験）

現場透水試験(簡易法)

１．試験器具

　① 掘削用具：ハンドオーガー、スコップなど

　② 孔壁保護材：硬質塩ビニル管（ＶＵφ１５０有孔管）

  ③ 砕石：ＪＩＳ　A5005に規定される砕石1505（粒径5～20mm）程度のもの

　④ その他：バケツ、ノギス、ストップウォッチなど

２．試験の準備

　①地盤に標準として直径23cm、深さ30cmの円筒状の試験孔を掘る。

　②ＶＵφ１５０有孔管を挿入する。

　③挿入したＶＵと試験孔の孔壁の間に砕石を充填する。

３．試験の方法

　① バケツにより試験孔内に水を入れ、なじみをつけ飽和状態とする。

　②規定水位（Ｈ1＝25ｃｍ）まで水を入れ試験を開始する。

　③時間と水位との関係を確認する。

　④定常状態に達したことを確認し終了する。
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現場透水試験（簡易法）

試験年月日

工　事　名　 請　負　者                                          

地点番号（地盤高） 試　験　者                                          ㊞

土質名称　

測 定　No.

測定開始時刻

測定終了時刻

測定時間　　（sec）

測定開始時水深　Ｈ１（㎝）

測定終了時水深　Ｈ２（㎝）

平均水深　Ｈ（㎝）

減水深　ｈ（㎝）

一定浸透量　Ｑ（㎝３／sec）

透水係数　ｋ（㎝／sec）
※測定は定常状態に達したことを確認し終了する。

一定浸透量の計算
　一定浸透量Ｑは減水深ｈ及び測定時間ｈｒを代入して次式より計算する。
現場透水試験（簡易法）

Q =πr ２ h / hr

透水係数の計算

計算は「土地改良事業計画設計基準（設計・ダム）平成１５年４月」（ＰⅠ－１３４）の立坑法（ピット
法）による。

①Ｔｕ＞３Ｈの場合

ここに
Ｈ：試験孔内水深（㎝）
ｒ：試験孔の半径（㎝）＝１１．５㎝
Ｔｕ：試験孔内水面から地下水面までの深さ（㎝）
Ｑ：定常流量（㎝３／sec）
ｋ：透水係数（㎝／sec）
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ＪＧＳ１３１６ 締め固めた地盤の透水試験

１．試験の目的
この試験は、締め固めた地盤の透水係数を定常法によって求めることを目的とする。

２．適用範囲
地下水面より上の締固めた地盤を対象とする。

３．用語の定義
定常法とは、試験孔内の水位と試験孔から地盤内に浸透する流量を一定にした状態で行う透水試験
方法をいう。
締め固めた地盤とは、最適含水比程度の土を締固めによって造成した地盤をいい、堤体やダムの遮
水壁などを含む。

４．試験器具
　① 掘削用具：スコップ、移植へら、直ナイフなど
　② 砕石：ＪＩＳ Ａ ５００５「コンクリート用砕石及び砕砂」に規定される砕石１５０５（粒径５
　～２０㎜）程度のもの。水洗いしたきれいな砕石とする。
　③ 注入装置：マリオットサイフォンまたはそれと同等の機能を有するもの。
　④ その他：バケツ、ノギス、ストップウォッチ

５．試験の準備
　① 試験孔内水深ｈと試験孔内水面から地下水面までの深さＴｕとの関係が、Ｔｕ＞３ｈとなる条件
　で、地盤に標準として直径０．３ｍ、深さ０．３ｍの円筒状の試験孔を掘る。
　② 試験孔の内面を直ナイフで整形する。
　③ 試験孔内に注入管を挿入し、砕石を充填する。
　④ 給水バルブを開いて気密水槽内に水を入れ、必要量を貯水したら給水バルブを閉める。

６．試験の方法
　① バケツにより試験孔内に水を満たし、その後注水バルブを開いて注水管から試験孔内に注水し、
　孔内の水面を定水位保持管の端末口に接触させて一定に保つ。このときの地表から試験孔内水面
　までの深さｈ１（ｍ）を測定し、試験孔の深さz(ｍ)から試験孔水深ｈ（ｍ）を求める。
　② 時間ｔ（ｓ）と気密水槽内の水位Ｈ（ｍ）を水位標尺から読み取る。
　③ 単位時間あたりの気密水槽内の水位Ｈの変化量が一定となるまで②を繰り返す。

７．留意点
　① 試験孔について
　　・ 試験孔の孔壁の整形はできる限り丁寧に行う。
　　・ 孔壁崩壊防止のための砕石は十分に水洗いを行う。
　② マリオットサイフォンについて
　　・ 気密が保てるようにしっかりと作成する。
　　・ マリオットサイフォンの直径は鋼土の透水係数測定の場合、２～４㎝程度のものを用意する（直
　　径が大きすぎると水位の微少な変動を把握できないため）。
　③ 測定について
　　・ 定常状態に達したことを確認するためにも、水位の変動を精度良く測定する。
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現場透水試験（ＪGＳ１３１６）

試験年月日

工　事　名　 請　負　者                                          

地点番号（地盤高） 試　験　者                                          ㊞

試験装置
マリオットサイ
フォン

試験孔の半径 0.15 乾燥密度 1.509

気密水槽の半径 0.10 試験孔内水位 0.25 最大乾燥密度 1.542

気密水槽の寸法
外寸φ0.03×
高さ1.0

試験孔内の水
深から地下水
面までの深さ

2.0 締固め度 97.9

天候 晴れ 定常流量 5.24×10-10 初期含水比 23.7

水温 20.0 透水係数 9.58×10-10 初期飽和度
経過時間　ｔ

ｓ
水槽内水位　ｈ

ｍ
注入流量　Ｑ

ｍ3/ｓ
経過時間　ｔ

ｓ
水槽内水位　ｈ

ｍ
注入流量　Ｑ

ｍ3/ｓ
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現場透水試験（ＪGＳ１３１６）

試験年月日

工　事　名　 請　負　者                                          

地点番号（地盤高） 試　験　者                                          ㊞

定常流量の計算
定常流量Ｑは次式より計算する。

ここに、A:気密水槽の内空断面積(＝πa2）（m2)
a:気密水槽の内空半径(m)
t1、t2:気密水槽内の水位測定時間(s)
H1、H2:時間t1、t2 に対応する気密水槽内の水位(m)

透水係数の計算
計算は「土地改良事業計画設計基準（設計・ダム）平成１５年４月」（ＰⅠ－１３４）の立坑法（ピット
法）による。
① Ｔｕ＞３ｈであるとき

ここに
ｈ：試験孔内水深（ｃｍ）
ｒ：試験孔の半径（ｃｍ）＝１５ｃｍ
Ｔｕ：試験孔内水面から地下水面までの深さ（ｃｍ）
Ｑ：定常流量（ｃｍ３／ｓｅｃ）
ｋ：透水係数（ｃｍ／ｓｅｃ）

②３ｈ≧Ｔｕ≧ｈの場合の算定式

③h＞Tu の場合の算定式
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(参考資料２　通水試験）
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